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近年注目されているコト消費であるが，観光地域にとっては，コト消費の獲得を目指すのであれば体験

型観光メニューや質の高い観光サービスの提供が重要であろう．効果的な施策を展開するためには，どの

ような旅行者がどのような条件の下でコト消費を増加させるかという観点での検証が必要である．そこで

本研究では，個人の旅行履歴という点に着目し，パネルデータを用いてインバウンド観光消費の変化を考

察する．特に，コト消費に関連する娯楽サービス費に焦点をあてて，当該支出を増やした旅行者とそうで

ない旅行者の違いを検証した． 
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1. はじめに 

 

(1) 研究の背景と目的 

世界的に猛威を振るっている新型コロナウイルス感染

症は，観光旅行，とりわけ国際間の移動に多大な影響を

もたらしている．この感染症は，人々の旅行意欲そのも

のを奪うものではないことが複数の調査研究で報告され

ており，感染症の終息によって観光需要は元に戻ると考

えられる．他方，地球温暖化問題に対する環境意識の変

化から，例えばフランスでは国内航空路線を廃止する動

きがみられており，概して長距離移動を伴う国際観光旅

行は，従来通り誰でも・気軽に参加できる形態にとどま

るかどうかは今後の推移を注視する必要があろう． 

わが国のインバウンド観光需要は，査証規制緩和等の

政策効果もあって近年急増していた．2019 年には 3,188

万人を記録したインバウンド観光需要であるが，訪日が

二回目以上の旅行者を訪日リピーターと称すれば，その

割合はおよそ 6割を占める．コロナ後のインバウンド観

光需要を見通すことは難しいが，インバウンド観光の重

要性は経済的な側面だけでなく，世界の人々との交流に

よる相互理解を通じた社会・文化的な意義を考慮すれば，

需要が停滞しているいま時点で今後のインバウンド観光

政策のあり方を議論しておくことは有益である． 

観光庁が発表した訪日外国人の消費動向に関する2019

年の年次報告書によれば，今回の旅行で体験した内容で

「ショッピング」が 82.8%と「日本食を食べること」

（96.6%）に次いで多い一方，次回の旅行でしたいこと

では 42.9%と大幅に減少している．すなわち，再訪の際

にはモノを買うことに対する期待が低下していることを

示唆している．それに対して，次回の旅行で体験したい

内容の割合が高まっているメニューとしては，例えば

「スキー・スノーボード」（今回したこと 2.8%から次

回したいこと 18.0%），「自然体験ツアー・農漁村体験」

（7.0%から 16.4%）が挙げられ，商品の購入に対して体

験への消費，いわゆるコト消費への期待が高いことがわ

かる注 1)． したがって，わが国の観光地域においては，

コロナ後を見据えて如何にコト消費を獲得できるか，そ

れに向けてどのような体験型観光メニューや質の高い観

光サービスを提供すべきかを検討することが重要であろ

う．しかしながら，従来はデータ制約により，どのよう

な旅行者がどのような条件の下でコト消費を増やすのか

明らかにされてこなかった． 

以上の背景を踏まえ，本研究では個人の旅行履歴とい

う点に着目し，パネルデータを用いてインバウンド観光

消費の変化を捉えることを目的とする．特にコト消費に

かかる支出項目に焦点をおき，地方観光地のインバウン
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ド観光政策を検討する知見を提示したい． 

 

(2) 本研究の位置づけ 

訪日リピーターの観光消費における特徴については，

観光庁の訪日外国人消費動向調査データを用いた基礎的

な分析結果が筆者らにより示されている 1)．この研究で

は新規訪日観光客と訪日リピーターを比較した結果，訪

日リピーターの方が訪日時の観光消費総額が小さくなる

傾向を示した．また，消費項目別にみると，新規訪日観

光客と訪日リピーター問わず，「買い物代」が訪日時の

観光消費総額の大きな割合を占めていたこと，新規訪日

旅行客には家電製品等が多く購入される一方，訪日リピ

ーターになると服・かばん・靴の購入額が増加すること

を明らかにした．さらに，訪日回数別の観光消費額を検

証したところ，初訪日よりも二回目の旅行者のほうが有

意に少ないことが認められたものの，2回目から 5回目

の旅行者にかけての消費額には有意な変化が見られない

ことが示唆された． 

先に言及した訪日外国人消費動向調査は，消費に関す

る設問の他に，旅行者の訪問地等の情報も収集している

ため，観光周遊パターンや観光活動の分析に適用される

ことが多い（例えば古屋・劉 2），松井ら 3)）．同調査デ

ータはインバウンド観光消費の研究に適用されるケース

が少ないことに加え，クロスセクションデータであるこ

とから，本研究の主眼である同一個人の訪日旅行行動の

履歴を把握することはできない． 

本研究は，訪日外国人消費動向調査の調査項目を踏襲

しつつ，個人の旅行履歴がわかるデータを新たに取得す

ることで，コト消費を増やす訪日リピーターの特徴を把

握する点に特色がある． 

 

 

2. 分析に用いるデータ 

 

本研究では，個人の旅行履歴が把握可能なインバウン

ド観光消費調査データを用いる．調査は2021年3月に株

式会社サーベイリサーチセンターに委託して実施した．

調査の概要を表-1に示す．調査対象は韓国，台湾，香港，

中国，タイ，アメリカ，オーストラリア，フィリピンの

計 8カ国の観光目的での訪日経験のある外国人のうち，

直近での訪日時期が「2015年～2019年」で訪日回数が三

回以上の人（アメリカ、オーストラリア、フィリピンの

方は一回以上）である．調査は各国のモニターを通じた

WEB 形式で行われ，有効回答数は対象 8 か国，地域に

ついてそれぞれ200サンプル，計1600サンプルである．

設問項目における消費動向とは訪日時における「娯楽，、

サービス費」の消費内訳と消費額，「買い物代」の消費

内訳と消費額を指している．消費動向に関してはそれぞ

れ初回訪日時と前々回訪日時，直近での訪日時の三回に

分けて設問が設けられており，それぞれの訪日時の経験

に基づき回答することが指示されている．また，この調

査は回答者条件を設けたうえで行われたため，訪日回数

別のサンプルサイズに国ごとにばらつきがある． 

 

表-1 調査概要 

 

 

 

3. コト消費を増やす訪日リピーターの特徴 

 

(1) 娯楽サービス費への支出割合に着目した分析 

旅行者は，個人の予算制約の中で，宿泊費や飲食費，

買い物代等にそれぞれどの程度の割合で支出するかを決

定すると考えられる．その観点から本節では，コト消費

と関連する娯楽サービス費の支出割合に着目し，娯楽サ

ービス費への支出割合を初回訪日時と直近訪日時とで比

べて増やしたグループと，そうでないグループに分類す

る．そのうえで，娯楽サービス費への支出割合を増やし

た旅行者の特徴を明らかにする．  

複数の要因について検証した結果，増加グループと減

少グループの間で統計的な有意差が認められたのは，現

時点では性年代（p=0.0451）のみであった．表-3 を読み

取ると，男性 30代と女性 20代・30代という若年層にお

いて，訪日リピート時のコト消費への支出割合を増やす

傾向にあることが示唆された． 

 

表-2 国籍・グループ別回答数 

 

調査対象

観光目的の訪日経験のある外国人のうち，直近
での訪日時期が2015~2019年で3回以上の訪日旅

行経験がある人

対象国
韓国，台湾，香港，中国，タイ，フィリピン，
アメリカ，オーストラリア

調査方法 WEB形式

設問

基本属性，訪日旅行回数，訪日旅行時期，主な
旅行目的，滞在日数，旅行時の消費動向，参考
にした情報源，旅行の手配方法，旅行に対する
嗜好

調査時期 2021年3月

増加 減少 計

韓国 57 97 154

台湾 66 109 175

香港 71 114 185

中国 86 100 186

タイ 73 104 177

アメリカ 7 16 23

オーストラリア 14 16 30

フィリピン 53 107 160

計 427 663 1090
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表-3 性年代・グループ別回答数 

 

 

4. おわりに 

 

本研究は，個人の旅行履歴という点に着目し，パネル

データを用いてインバウンド観光消費の変化を捉えた．

コト消費への支出割合を増やした旅行者の特性として，

若年層のグループであることが示唆されている．旅行目

的や訪問地等の他の要因とコト消費支出との関連につい

ての検証は，春大会にて報告する．  
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NOTES 

注1) 観光庁：訪日外国人の消費動向 2019年年次報告書，

p. 25 
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増加 減少 計

男性20代 50 90 140

男性30代 76 88 164

男性40代 26 63 89

男性50代 19 37 56

男性60代以上 11 16 27

女性20代 79 104 183

女性30代 85 126 211

女性40代 57 73 130

女性50代 20 52 72

女性60代以上 4 14 18

計 427 663 1090
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